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オートタキシンは、メラノーマ細胞から分泌される細胞遊走促進因子として同定されたタンパク質であり、

ENPP （ Ectonucleotide pyrophospatase / phosphodiesterase ）ファミリーに属します。オートタキシンは、

Lysophospholipase D 活性を持ち、多彩な生理活性を示す脂質メディエーター, リゾホスファチジン酸（LPA）

及びスフィンゴシン１-リン酸 （S1P） を細胞外で産生するシグナル分子であると考えられています。またその作

用は、細胞の増殖・細胞移動の活性化・血管新生および神経突起の退縮に関わることが報告されています。 
オートタキシンが癌細胞で高く発現し、高増殖能,高運動能の獲得が癌の悪性度を規定する因子と考えられ

ていることから、癌の悪性化と関連する分子として注目を集めています。 
 
抗 Autotaxin 抗体を下記 2 種発売しております。 
KM105： C 末端領域に特異的に反応 
KM106： N 末端領域に特異的に反応 
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研究用試薬

抗 ラット Autotaxin/ENPP2 ポリクローナル抗体 

 

容量 25µg（250µL/vial） 
形状 ウサギポリクローナル抗体 0.1mg/mL、凍結品 
バッファー PBS [2%ブロックエース（安定化蛋白）、0.1%proclin 含有] 
保管方法 －20℃以下 

抗体を低濃度にて冷蔵保管されますと、失活する恐れがあります。 
融解後は 4℃で保存し、お早めにご使用下さい。 
また凍結融解を繰り返すことは避けて下さい。 

製造方法 Autotaxin/ENPP2 の N 末端ペプチドを免疫したウサギの抗血清より、ペプチドアフィニ
ティカラムにて精製 

使用濃度  ウェスタンブロッティング：0.5µg/ml 

ウェスタンブロッティング 

Sample ： COS7 細胞 培養上清 

(1) Autotaxin 導入細胞 

(2) コントロール細胞 
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